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ライフステージに即したバリアフリ
ー効果の見える化手法の確立

（研究期間：平成30年度～）

住宅研究部 

住宅生産研究室 室長 布田 健 主任研究官 根本かおり
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１．はじめに

超高齢社会に向かう日本では、住宅におけるバリ

アフリー化が喫緊の課題となっている。近年、新築

のバリアフリー化はだいぶ進んだ一方で、既存住宅

については工務店などの個別の改修技術にとどまっ

ており、活動負担の軽減、介護負担の軽減、改修コ

スト、介護コストといった、総合的なバリアフリー

の観点からみた合理的な改修にまでは至っていない。

そこで国総研では、平成30年度から3カ年の計画で、

事項立て課題「ライフステージに即したバリアフリ

ー効果の見える化手法の確立」を進めている。これ

は、住環境における活動のしやすさをMets

（Metabolic equivalents）という身体活動量を指標

として見える化し、住宅のバリアフリー性能を評価

しようとするものであり、居住者のライフステージ

に即したバリアフリー技術の検討を行っていく。

２．３カ年の研究計画

３０年度：評価方法の検討、評価項目の抽出、評価

項目の数値化

評価方法の検討として、今後開発するバリアフリ

ー性能評価ツールについての概念整理（評価ツール

のあり方、負担と活動量の関係 等）を行った上で、

評価項目（生活行為や動作）を抽出する。日常生活

行動のモニタリング調査や身体活動量の計測から評

価項目の数値化を行う。

３１年度：評価ツールの検討・開発、施策に向けた

検討

BIM(Building Information Modeling)技術を援用

し性能評価ツールの開発を行う。

３２年度：評価ツールの最適化・実用化及び施策に

向けた提案

開発した評価ツールの実建物での検証による評価

値の妥当性の確認、および簡易活動量計による評価

ツールの実用化、簡便化に向けた検証などを行う。

また、施策に向けた提案を行う。

３．３０年度の研究概要

①日常生活行動のモニタリング調査

場所や時間を記録するiBeaconという装置と身体

活動量計を用いて、滞在場所、滞在時間、滞在回数、

活動量等といった実際の生活の様子についてモニタ

リング調査を行なった。また、居住者の性別、年齢、

障害の有無等から、生活行動の分析を行った。

②生活行為における身体活動量の計測

高齢健常者、車いす使用者、杖歩行、介助者等を

想定し、呼気代謝計や簡易活動量計から身体活動量

を計測、厚生労働省が示す身体活動量の値である

Mets（Metabolic equivalents）との相関を確認した。

隣室：電波が弱い iBeacon

今いる部屋：電波が強い iBeacon

・腰にiBeaconの電
波を受ける携帯電
話と簡易活動量計
を装着。

・iBeaconの電波
強度により、場所
を特定。
・簡易活動量計の
データとひも付け、
居室ごとの活動量
を計測。

図1 モニタリング調査の方法

図2 天井に取り付けた 図3 日常生活行動の

iBeacon 測定の様子
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建築物のエネルギー消費性能の向上
を目指したファサード設計法に関す
る研究 （研究期間：平成29年度～）

住宅研究部 建築環境研究室 
室長 三木 保弘 主任研究官 羽原 宏美 主任研究官 宮田 征門 

住宅研究部 住宅情報システム研究官 桑沢 保夫

（キーワード） 省エネルギー、ファサード、温熱環境、光環境 

１．背景と目的 

建築物の更なる省エネ化を実現するには、建築設

計プロセスの上流側であるファサード（外壁、窓、

屋根などの建築外皮）の設計によって、空調負荷や

照明負荷など、設備にかかる負荷そのものを削減す

ることが重要である。ファサード設計は、空調設備

と照明設備のエネルギー消費量に対し相互に影響を

及ぼすが、その影響を適切に評価できていない。ま

た、ファサードや設置される設備で生じる温熱・光

環境等の室内環境についても、年間一次エネルギー

消費量のように、一年を通じて評価される省エネと

の両立という点で適切な評価ができていない。そこ

で本研究では、省エネと適切な室内環境の確保を両

立した省エネ建築物の普及に向け、ファサードによ

る建築物のエネルギー消費性能及び室内環境の評価

法と設計法を整備することを目的とする。 

２．研究内容 

 本研究は、表１に示す構成で進めている。平成30

年度は、ファサードの空調・照明への複合的影響を

考慮したエネルギー消費性能評価法の開発を行った。

年間での検討のため、空調負荷はEnergyPlus、照明

負荷はRadianceという、省エネと室内環境の評価に

ついて実績のあるソフトを用いてシミュレーション

を行った。ここでは、図１のように、日射熱を遮蔽

しながら効果的に昼光を導入するファサードが、年

間の照明負荷に及ぼす影響を中心に検討した例を挙

げる。種類の異なる建築的ファサードと、ブライン

ドを45°固定で組合せた場合の年間の照明削減効

果を図２に示す。ブラインド45°固定という最も基

本的な状況に対して建築的ファサードを組み合わせ

ると、横ルーバーやライトシェルフ等の昼光の反射

で導光する建築的ファサードは、照明負荷が削減さ

れる。これらはブラインドに更に遮蔽をしているた

め、室内環境の側面からも効果（グレアを防ぐ効果）

がある。また、建築的ファサードは、日射熱の遮蔽

効果が高いため、空調負荷も削減が見込まれる。以

上のように、ファサード設計の工夫が、省エネ性向

上と室内環境の確保に有効であることがわかる。 
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図１ 効果的に昼光を導入するファサードの例 

図２ 建築的ファサードとブラインド固定の組 

 合せによる年間照明エネルギー削減効果 
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